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11 月 1 日で、瀬戸内市が誕生して 10 年がたちました。10 年間
で社会情勢だけでなく、地球温暖化など自然環境も変化してお
り、災害に対する備えの重要性が高まっています。全国一斉に

「全国瞬時警報システム」の訓練放送・試験放送が行われるほか、
市では「せとうち防災リーダー研修会」を行います。（本紙６～
９ページを参照）。（写真　瀬戸内市総合防災訓練（給水訓練））
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
会
な

ど
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
開
始
日
時
や
申
請
方
法
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
ク
ラ

ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
就
労

な
ど
の
理
由
で
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
お
お
む
ね
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
適

切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る

も
の
で
す
。

　
保
護
者
は
安
心
し
て
仕
事
を
続

け
ら
れ
、
生
活
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

クラブ名 学区 問い合わせ先・申請先☎

牛窓ルンビニ児童クラブ 牛窓東・西・北 0869-34-2309

ゆめクラブ 牛窓東・西・北 0869-34-9330

ゆめっこクラブ 邑久 0869-24-2702

今城っ子クラブ 今城 086-942-0681

キッズクラブ 裳掛 0869-25-0133

みゆキッズクラブ 行幸 0869-26-3355

第１ひまわりクラブ 国府 0869-26-6621

美和っ子クラブ 美和 0869-26-2713

放課後児童クラブの学区など

さ
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力

す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、家
庭・

学
校
・
地
域
が
ど
の
よ
う
に
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

べ
き
か
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　

４
４
４
人

▽
申
込
期
限　
11
月
21
日
（
金
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　

社
会
教
育
課　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
５

　

未
来
を
担
う
青
少
年
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
家
庭
の
教
育

力
の
向
上
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
瀬
戸
内
市
青
少

年
健
全
育
成
推
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

で
申
し
込
み
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
11
月
29
日
（
土
）

　
午
後
１
～
４
時

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

　

・「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文

　
発
表

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
保
護

者
を
対
象
に
募
集
し
た
家
族
の

役
割
や
家
庭
の
あ
り
方
な
ど
を

題
材
に
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」
作
文
の
優
秀
作
品
の
発

表
を
行
い
ま
す
。

　

・
講
演
会
「
学
ぶ
こ
と
を
や
め
た

　
ら
、
教
え
る
こ
と
を
や
め
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
植
田
辰
哉
氏
を
講
師
に
招
き
、

夢
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切

  

瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

   

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う

1964 年、香川県生まれ。
2008 年北京オリンピックバレーボール世界
最終予選において、16 年ぶりのオリンピック
出場を勝ち取った時の日本男子バレーボール
代表監督。
オリンピック出場権獲得は、自身が日本代表
選手として出場した 1992 年のバルセロナオ
リンピック以来の快挙であり、長年低迷期に
あった日本男子バレー界においては、まさに
念願が叶った瞬間であった。試合終了後、コー
トに大の字に倒れこみ、歓喜の男泣きをした
姿が日本の報道番組で取り上げられ、多くの
ファンに感動を与えた。
低迷を続けていた日本代表をフィジカル ( 身
体 ) 面、メンタル（精神）面ともに鍛え上げ、
オリンピック出場を果たすための戦う集団へ
と変えていった指導力とマネジメント力が企
業からも注目され、以来多くの講演活動を続
けている。
現在は日本バレーボール協会強化委員長ディ
レクター、大阪商業大学教授。
著書に「徹底マネジメント」（総合法令出版
2009 年）がある。

植田 辰哉
Tatsuya Ueta

申
問

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
を
減

ら
し
消
費
の
下
支
え
を
図
る
た

め
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

む
）
の
対
象
と
な
る
児
童

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象

　
と
な
る
児
童
や
生
活
保
護
制
度

　
の
被
保
護
者
に
あ
た
る
児
童
は
、

　
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▽
申
請
期
限

　
平
成
27
年
2
月
2
日
（
月
）

　
（
当
日
の
消
印
有
効
）

▽
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
閉
庁
日
を
除
く
）

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

専
用
電
話

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
６
６
１

　
　

子
育
て
支
援
課

〒
７
０
１-

４
２
６
４

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

申
問 問

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。「
虐
待
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
連
絡
（
通
告
）
を
し
て
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
を
守
り
、
ひ
い
て
は

虐
待
し
て
し
ま
う
親
を
救
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で

　
き
ま
す
。
ま
た
連
絡
者
や
連
絡

　
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

　
児
童
虐
待
は
、
次
の
４
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

・
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、
た

　
ば
こ
の
火
を
押
し
付
け
る
な

　
ど
、
生
命
・
身
体
に
危
険
の
あ

　
る
行
為

　

・
性
的
虐
待
…
子
ど
も
に
わ
い
せ

　
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
・
さ
せ

　
る
こ
と
。
性
器
や
性
交
を
見
せ

　
る
な
ど
の
行
為

　

・
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め

　
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

　
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中

　
に
放
置
す
る
、重
い
病
気
に
な
っ

　
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

　
な
ど
、
健
康
状
態
や
安
全
を
損

　
な
う
行
為

　

・
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

　
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
と
の

　
間
で
差
別
的
扱
い
を
す
る
、
子

　
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

　
暴
力
を
振
る
う
な
ど
、
心
理
的

　
に
傷
つ
け
る
行
為

【
子
育
て
中
の
人
へ
】

　
子
育
て
の
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
、
家
族
・
友
人
な
ど
に

気
持
ち
を
話
し
た
り
、
家
庭
児
童

相
談
室
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
電
話

だ
け
で
な
く
面
談
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

【
周
囲
の
人
へ
】

　
子
育
て
中
の
人
の
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
、
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
育
て

中
の
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
子
ど
も
や
家
庭
を
見
か

け
た
ら
連
絡
（
通
告
）
を
】

　

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
、
叫

　
び
声
、
保
護
者
の
怒
鳴
る
声
が

人
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
に

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　
支
給
対
象
者
で
申
請
を
済
ま
せ

て
い
な
い
人
は
、
期
限
ま
で
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
１
日
時
点
の
児
童
手
当
受

給
者
に
は
、
７
月
末
に
市
か
ら
申

請
書
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
を
確

認
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
か
ら

　
申
請
書
な
ど
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
人

　

・
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

　
（
特
例
給
付
を
含
む
）
を
受
給

　

・
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当

　
の
所
得
制
限
限
度
額
未
満

※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
手
当

　
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
に

　
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一
律
、

　
５
千
円
支
給
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

▽
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

　
聞
こ
え
る

　

・
不
自
然
な
け
が
（
あ
ざ
、
打
撲
、

　
や
け
ど
）
が
み
ら
れ
る

　

・
衣
服
や
体
が
極
端
に
汚
れ
て
い
る

　

・
元
気
が
な
く
、
表
情
が
暗
い

　

・
食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

　

・
子
ど
も
や
家
族
に
暴
力
を
振
る
っ

　
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る

　

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た

　
ま
ま
、
よ
く
外
出
し
て
い
る

　

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

　

　

家
庭
児
童
相
談
室

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
０
０
９

相

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

  

入
所
を
受
け
付
け
ま
す

  

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金  

  

の
申
請
は
２
月
２
日
ま
で

  

11
月
は
「
児
童
虐
待

  

防
止
推
進
月
間
」
で
す

相
通

相
通
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子育て関連情報
このページでは、子育てをしている人を支援するための取り組みや、各種制度などについて
紹介します。未来を担う子どもたちの健やかな成長のため、子育てを社会全体で応援してい
きましょう。



巻
之
百
十
一

　
今
年
は
、
大
正
時
代
に
一
世
を

風ふ
う
び靡
し
た
詩
人
画
家
、
竹
久
夢
二

の
生
誕
１
３
０
年
に
あ
た
り
ま

す
。
全
国
で
も
各
種
の
記
念
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
夢
二
は
、
本
の
装
丁
や
女
性
向

け
装
飾
品
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
も

才
能
を
発
揮
し
、
絶
大
な
人
気
を

誇
り
ま
し
た
が
、
美
術
の
専
門
的

な
教
育
を
受
け
ず
、
独
自
の
世
界

を
切
り
開
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
夢
二
が
生
涯
で
た
だ

一
人
絵
を
教
え
て
も
ら
っ
た
先
生

と
し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
が
、

邑
久
高
等
小
学
校
（
邑
久
中
学
校

の
前
身
、
現
在
の
中
央
公
民
館
の

敷
地
に
あ
っ
た
）
で
指
導
を
受
け

た
服
部
杢も
く
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
で
す
。夢
二
は
、「
服

部
杢
三
郎
氏
に
を
く
る
（
贈
る
）」

☎

す
。
流
行
期（
例
年
12
月
～
３
月
）

前
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

♥
飛ひ
ま
つ沫
感
染
対
策
と
し
て
の
咳
エ

　
チ
ケ
ッ
ト

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感
染

経
路
は
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
に
口

か
ら
飛
び
散
る
小
さ
な
水
滴
（
飛

沫
）に
よ
る
飛
沫
感
染
で
す
。従
っ

て
、
飛
沫
を
浴
び
な
い
よ
う
に
す

れ
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
機
会
は
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

普
段
か
ら
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】

①
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向 

　
け
て
発
し
な
い

②
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は

　
な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
す
る

③
手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受

　
け
止
め
た
と
き
は
す
ぐ
に
手
を
洗
う

て
い
る
杢
三
郎
の
指
導
方
法
は
、

自
ら
が
受
け
た
松
原
の
指
導
方
法

に
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
杢
三
郎

は
、牛
窓
尋
常
小
学
校
の
訓
導（
教

諭
）
と
な
り
、
そ
の
後
邑
久
高
等

小
学
校
訓
導
、
後
に
校
長
と
な
っ

て
い
ま
す
。
杢
三
郎
が
邑
久
高
等

小
学
校
で
教
べ
ん
を
と
っ
た
時
期

に
は
、
夢
二
だ
け
で
な
く
、
古
武

弥
四
郎
（
医
学
博
士
）、
額
田
豊

（
医
学
博
士
）、大
原
桂け
い
な
ん南（
書
家
）、

正
富
汪お
う
よ
う洋
（
詩
人
）
な
ど
も
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

杢
三
郎
は
、
そ
の
後
も
い

く
つ
か
の
学
校
で
教
職
を
つ
と

め
、
教
育
の
功
労
者
と
し
て

勲く
ん
は
っ
と
う
ず
い
ほ
う
し
ょ
う

八
等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
た

り
、
銀
杯
を
下
賜
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
書
画
に
秀
で
、

漢
詩
を
読
み
、「
星
塘
」
と
号
し

ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
人
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

38
℃
以
上
の
発
熱
、頭
痛
、関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
突
然

現
れ
ま
す
。
併
せ
て
普
通
の
風
邪

と
同
じ
よ
う
に
、喉
の
痛
み
、鼻
汁
、

咳せ
き
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
の
場
合
は
、
ま
れ
に
急

性
脳
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低
下
し
て

い
る
人
の
場
合
は
、
肺
炎
を
伴
う
な

ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
が

あ
り
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る

と
、
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
感
染

が
広
が
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
、
次
の
こ
と
が
有
効
で
す
。

♥
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

後
、
発
病
す
る
可
能
性
を
低
減
さ
せ

る
効
果
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
場
合
の
重
症
化
防
止
に
有
効

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
接
種
し
て
か
ら
効
果
が
現
れ

る
ま
で
、
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

竹
久
夢
二
に
と
っ
て
最
初
で
最
後
の
先
生

服
部
杢
三
郎

教
え
子
夢
二
と
恩
師
杢
三
郎

　

竹
久
夢
二
は
東
京
で
有
名
に

な
っ
て
か
ら
５
回
ほ
ど
帰
岡
し
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
３

回
は
杢
三
郎
と
会
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
杢
三
郎
は
教
え
子
の
夢
二
を
誇

り
に
思
い
、
岡
山
で
夢
二
の
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
れ
ば
応
援
し
ま
し

た
。
夢
二
も
恩
師
杢
三
郎
に
サ
イ

ン
本
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
、
杢

三
郎
は
、
76
歳
で
没
し
ま
し
た
。

し
か
し
、夢
二
は
そ
れ
よ
り
早
く
、

昭
和
９
年
に
51
歳
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
最
愛
の
教
え
子
を
先

に
失
っ
た
そ
の
悲
し
み
は
、
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

池
上
淳
之
著
『
竹
久
夢
二
の
恩
師

服
部
杢
三
郎
』

服部杢三郎（上）／竹久茂次郎
（夢二）（下）（邑久高等小学校の
卒業写真から）『邑久町史通史編』
690 ページ

と
し
た
著
書
『
草そ

う
が画
』
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
意
識
し
て
、
自
然
を

表
現
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
へ
た
の

は
、
高
等
小
学
校
へ
上
って
か
ら
、

鉛
筆
画
を
習
っ
た
時
か
ら
で
し

た
。
も
し
、
さ
う
い
ふ
方
法
を

教
へ
る
の
が
「先
生
」
と
い
ふ
も
の

な
ら
、
そ
の
頃
、
私
に
鉛
筆
画
の

初
歩
を
教
へ
て
下
さ
った
服
部
先

生
が
、
私
の
最
初
の
先
生
で
あ
った
。

　

先
生
は
い
つ
も
教
科
書
を
そ
っち
の

け
に
し
て
、
生
徒
を
教
場
の
外
へ
出

し
て
は
、
校
庭
の
蘇
鉄
や
、
海
棠

の
花
や
、
靴
や
、
宮
の
鳥
居
な
ど
を

写
生
す
る
や
う
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。
（中
略
）
さ
う
し
た
意
味
で
、

服
部
先
生
は
、
私
の
最
初
の
先
生

で
、
ま
た
最
後
の
先
生
で
あ
った
。

詣
が
深
く
、
師
範
学
校
で
は
松
原

三さ
ん
ご
ろ
う

五
郎
に
図
画
教
育
を
受
け
て
い

ま
す
。
松
原
と
い
え
ば
、
後
に
関

西
で
も
多
く
の
画
家
を
育
て
た
明

治
の
先
駆
的
洋
画
家
で
す
。

　
松
原
の
指
導
は
当
時
と
し
て
は

な
じ
み
の
な
い
西
洋
画
の
教
育
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
お
手
本
の
絵

を
写
す
の
が
一
般
的
だ
っ
た
の

で
、
実
物
を
写
生
さ
せ
る
松
原
の

指
導
は
新
鮮
で
、
学
校
で
は
図
画

が
大
流
行
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
夢
二
が
『
草
画
』
の
中
で
書
い

服
部
杢
三
郎
と
は
？

　

服
部
杢
三
郎
は
、
慶
応
元

（
１
８
６
５
）
年
11
月
23
日
、
父

勘
三
郎
、母
寸
美
の
長
男
と
し
て
、

邑
久
郡
豊
村
新
地
（
岡
山
市
東
区

西
大
寺
新
地
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
で
世
が
大
き
く
変
わ
っ

た
時
代
に
幼
少
期
を
過
ご
し
、
明

治
15
（
１
８
８
２
）
年
、
師
範
学

校
に
入
学
し
た
よ
う
で
す
。

　
杢
三
郎
は
、
自
身
も
美
術
に
造

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

  

予
防
す
る
有
効
な
方
法

♥
外
出
後
の
手
洗
い

　
流
水
・
せ
っ
け
ん
に
よ
る
手
洗

い
は
、
手
指
な
ど
体
に
つ
い
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
除
去

す
る
た
め
に
有
効
な
方
法
で
あ

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず

感
染
症
対
策
の
基
本
で
す
。

♥
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　
れ
た
栄
養
摂
取

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め

に
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
摂
取
を
普
段
か
ら
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

♥
適
度
な
湿
度
の
保
持

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
気
道
粘

膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
特
に
乾
燥
し
や
す
い
室

内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て

適
切
な
湿
度
（
50
～
60
㌫
）
を
保

つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

♥
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に

は
、
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
人
、妊
婦
、疲
労
気
味
、

睡
眠
不
足
の
人
は
、
重
症
化
や
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
や
む

を
得
ず
外
出
し
て
人
混
み
に
入
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
る

程
度
の
飛
沫
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
不ふ
し
ょ
く
ふ

織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
は
一
つ
の
防
御
策
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
人
混

み
に
入
る
時
間
は
極
力
短
く
し
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
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お
知
ら
せ

  

風
し
ん
の
無
料
抗
体
検
査

　
岡
山
県
で
は
、
風
し
ん
の
無
料

抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
か
ら
25
年
に
か
け
て

全
国
的
に
発
生
し
た
風
し
ん
の
流

行
は
、
渡
航
者
な
ど
を
通
じ
海
外

の
流
行
地
域
か
ら
風
し
ん
ウ
イ
ル

ス
が
流
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会

が
な
く
、
抗
体
価
（
風
し
ん
に
対

す
る
免
疫
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

を
表
す
指
標
）
が
低
い
20
～
40
歳

代
の
男
性
な
ど
を
中
心
に
、
職
場

で
の
感
染
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る

と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
害
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
）

が
増
加
し
、
社
会
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
罹り

患か
ん

歴
ま
た
は
予
防
接
種
歴
が

明
ら
か
で
な
い
人
は
、
ま
ず
は
抗

体
検
査
を
受
け
て
、
自
分
の
抗
体

価
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が

低
い
場
合
は
、
任
意
の
予
防
接
種

（
有
料
）
を
受
け
る
こ
と
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
検
査
日
に
お
い
て
岡
山
県
内
に

住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性                                                

②
①
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者　

　
（
1
歳
未
満
の
人
を
除
く
）

③
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦

　
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
（
１

　
歳
未
満
の
人
を
除
く
）  　
　

    

※
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

　
け
た
こ
と
が
あ
る
人
、
明
ら
か

　
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

　
る
人
、
検
査
で
確
定
診
断
を
受

け
た
風
し
ん
の
既
往
歴
が
あ
る
人

を
除
き
ま
す
。

※
受
検
で
き
る
医
療
機
関
な
ど
詳

　
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
３
１

HPhttp://www.pref.okayam
a. jp/

page/380502.htm
l

問  

エ
イ
ズ
な
ど
の
夜
間

  

無
料
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）
に
感
染
し
て
も
、
感
染
を

早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
適
切
な
治

療
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
毎

月
２
回
定
例
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
た
び
12
月
１
日
の「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
匿
名
、
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検

査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

①
夜
間
検
査

▽
日
時　
12
月
12
日
（
金
）　

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

②
定
例
検
査

▽
日
時　
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　

備
前
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

予
問

市
民
の
皆
さ
ん
に
緊
急
地
震
速
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
訓
練
放
送
】

▽
日
時　
11
月
５
日
（
水
）
午
前

　
10
時
ご
ろ

▽
放
送
内
容

①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
音

②
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　
で
す
」

③
「
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を

　
行
い
ま
す
」

④
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

⑤
「
緊
急
地
震
速
報
。
大お

お
じ
し
ん

地
震
で

　
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓

　
練
放
送
で
す
」

（
④
⑤
の
順
に
３
回
繰
り
返
し
）

⑥
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　
で
す
」

⑦
「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

　
ま
す
」

⑧
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
音

　
市
の
防
災
行
政
無
線
で
は
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊジ

ェ
イ-

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し

ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
全
国
一
斉
に
緊

急
情
報
の
訓
練
放
送
と
試
験
放
送

を
行
い
ま
す
。
地
震
が
起
こ
っ
た

と
き
に
慌
て
な
い
た
め
に
、
実
際

に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
市
で
は
震
度
４
以
上
の

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
Ｊ-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
い
、

【
試
験
放
送
】

▽
日
時　
11
月
28
日
（
金
）
午
前

　
11
時
ご
ろ

▽
放
送
内
容

①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
音

②
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」

（
３
回
繰
り
返
し
）

③
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　
で
す
」

④
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
音

※
市
内
60
カ
所
の
屋
外
放
送
塔
と
、

　
行
政
委
員
の
自
宅
な
ど
に
設
置

　
し
て
い
る
戸
別
受
信
機
か
ら
一

　
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

  

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

  

の
訓
練
放
送
と
試
験
放
送

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
家
族
宛
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
不

明
な
点
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
～

　

平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

　

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

▽
受
付
時
間

　

・
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午

　

後
７
時

　

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
～
午

　

後
５
時

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０- 

０
５
８- 

５
５
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※「
０
５
７
０
」の
最
初
の「
０
」を
省

　

略
し
た
り
、市
外
局
番
を
つ
け
た
り

　

し
て
か
け
間
違
え
る
事
例
が
発
生

　

し
て
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
の
場
合
】

☎
０
３- 

６
７
０
０- 

１
１
４
４

※
通
常
の
電
話
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

  

離
職
者
の

  

国
保
税
軽
減
制
度

　
解
雇
や
倒
産
な
ど
の
非
自
発
的

な
離
職
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
人
の
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
軽
減
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　

　
離
職
時
に
65
歳
未
満
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

  

特
定
健
診
（
集
団
健
診
）

  

の
追
加
開
催

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
し
た
特
定
健
診

（
集
団
健
診
）
を
次
の
と
お
り
追

加
開
催
し
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▽
実
施
日　
11
月
23
日
（
日・祝
）

▽
受
付
時
間　
午
前
9
時
30
分
～

問

　
午
前
10
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
持
参
す
る
も
の

　
特
定
健
診
受
診
券
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
受
診
料
、
検

尿
、
昨
年
度
の
健
診
結
果

※
特
定
健
診
受
診
券
は
、
対
象
者

　
へ
５
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
受
診
券
の
有
効
期
限
は
平

　
成
26
年
8
月
31
日
と
な
っ
て
い

　
ま
す
が
、
こ
の
健
診
に
限
り
使

　
用
で
き
ま
す
の
で
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
な
お
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
事

　
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
（
特
定
健
診
）

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

問

コ
ー
ド
が
次
に
該
当
す
る
人

　

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
（
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32
）

　

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
（
23
、
33
、
34
）

▽
軽
減
額

　
保
険
税
は
前
年
の
所
得
な
ど
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し

て
計
算
し
ま
す
。

▽
軽
減
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
（
例
：
10
月
31
日
離

職
の
場
合
、
11
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
）

▽
持
参
す
る
も
の　
雇
用
保
険
受

　
給
資
格
者
証
、
国
民
健
康
保
険

　
被
保
険
者
証
、
印
鑑

　

市
民
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

所
、
裳
掛
出
張
所

　

市
民
課
（
国
保
年
金
係
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問 申

問
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

  

な
く
す
運
動

　
養
蜂
振
興
法
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
近
隣
住
民
へ
の
危

険
防
止
を
図
る
た
め
、
養
蜂
業
者

だ
け
で
な
く
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ

  

ミ
ツ
バ
チ
を

  

飼
育
し
て
い
る
人
へ

　
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
よ

り
、
米
や
米
加
工
品
を
取
り
扱
う

事
業
者
（
生
産
者
か
ら
外
食
事
業

者
ま
で
）
に
は
次
の
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
業
者
間
の
取
引
な
ど
に
お
け

る
記
録
の
作
成
・
保
存
】

　

米
や
米
加
工
品
の
取
引
に
際

し
、
品
名
、
産
地
、
数
量
、
年
月

日
、
取
引
先
名
、
搬
出
入
の
場
所

を
記
載
し
た「
納
品
書
」「
領
収
書
」

な
ど
を
取
り
交
わ
し
保
存
し
て
く

だ
さ
い
。

【
一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
の

伝
達
】

〈
外
食
店
で
の
記
載
例
〉

　
「
当
店
の
お
米
は
岡
山
県
産
で

す
。」
な
ど

　
中
国
四
国
農
政
局

☎
０
８
６-

２
２
３-

３
１
９
３

HPhttp://www.maff.go.jp/j/syouan/
keikaku/kom

e_toresa/index.htm
l

（
農
林
水
産
省
）

問   
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

  
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
11
月
25

日
ま
で
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

（
11
月
25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。）

　
夫・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、

を
飼
育
し
て
い
る
人
に
も
「
蜜
蜂

飼
育
届
」
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
届
出
の
除
外
規
定
も

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
蜜
蜂
飼
育
届
を
提
出
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を
し

た
場
合
に
は
、
過
料
が
科
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
届
出
時
期　

毎
年
１
月
下
旬

▽
届
出
事
項　
届
出
者
の
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場
所

　
所
在
地
、
飼
育
予
定
蜂
群
数
な
ど

　
　

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水

産
事
業
部
農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
班

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
２
８

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

page/349915.htm
l

届
問

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含
む
）・

会
社
な
ど
の
役
員
が
事
業
を
や
め

る
場
合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め

資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済
制
度

で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の

た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま

す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な

る
た
め
、節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会

議
所
、
青
色
申
告
会
、
金
融
機
関

の
本
支
店
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て

て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
７
時
、
土
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）

☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

  

小
規
模
企
業
共
済
制
度

問

セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
人
権
啓
発
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

問
募　
　

集

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
や
活
動
活
性
化
の
中
心
を
担
う

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
、「
せ
と
う
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
地
域
で
防
災
活

  

せ
と
う
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

  

研
修
会
の
参
加
者
募
集

動
を
進
め
る
た
め
の
知
識
や
技
術

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
研
修
を

受
講
し
た
人
に
は
、
せ
と
う
ち
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
証
と
し
て
、
修
了

証
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
・

役
員
な
ど
地
域
の
防
災
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
人
の
ほ
か
、
自
治
会

（
町
内
会
）
で
自
主
防
災
組
織
の

結
成
や
防
災
訓
練
な
ど
の
防
災
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
人
、防
災
知
識
を
深
め
た
い
人
、

防
災
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
13
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
４
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

※
昼
食
は
、事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

▽
内
容　
防
災
気
象
情
報
に
関
す

　
る
講
義
、
市
の
被
害
想
定
や
避

　
難
勧
告
に
関
す
る
説
明
、
災
害

　
対
応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス

　
ロ
ー
ド
」
に
よ
る
実
習
な
ど

▽
対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
申
込
方
法

　
危
機
管
理
課
に
備
え
付
け
の
受

講
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

受
講
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
11
月
28
日
（
金
）

　
　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
２
９
９

mailkikikanri@
city.setouchi.lg.jp

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
bousai/index.html

申
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
21
日
（
金
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
つ
い
て

▽
講
師　

白
石
高
昌
氏
（
呼
吸
器

　
内
科
医
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
11
月
４
日
（
火
）

　
～
20
日
（
木
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
障
害

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
、
就

職
に
必
要
な
手
続
き
や
心
構
え
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
就
職
に
向

け
て
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
11
月
27
日
、12
月
４
日
、

　
11
日
、18
日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30

　
分
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

▽
講
師　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺
、

　
岡
山
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、

　
岡
山
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

　
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

▽
内
容

①
求
職
活
動
に
つ
い
て

　

・
目
標
の
設
定
（
受
講
者
）

②
事
業
所
見
学

③
求
職
活
動
に
つ
い
て

　

・
面
接
の
受
け
方
（
模
擬
面
接
）

　

・
支
援
方
法
（
職
業
準
備
支
援
）

④
ま
と
め（
就
職
に
向
け
て
の
検
証
）

※
４
回
の
講
座
を
全
て
受
講
し
た

　
人
に
は
、修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　
受
講
を
希
望
す
る
人
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
障
害
者
手
帳

の
有
無
、
職
歴
の
有
無
を
連
絡
し

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

  

働
く
た
め
の

  「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
11
月
14
日
（
金
）

　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

火
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、
祝
日
を
除
く

申
問  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地
（
団
地
名
、所
在
地
、

　

構
造
、
戸
数
）

　
弁
天
団
地
、牛
窓
町
長
浜
６
８
８
０

-

57
、
簡
耐
２
階
建
、
１
戸

　

▽
規
格　

４
D
K

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
予
定
日　

12
月
１
日（
月
）

▽
申
込
受
付
期
間

　
11
月
４
日
（
火
）
～
18
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

問
申

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。　

　
糖
尿
病
の
合
併
症
で
も
あ
る
網

膜
症
や
失
明
を
防
い
だ
り
、
改
善

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
内
容

　

・
糖
尿
病
食
の
説
明
「
糖
尿
病
食

　
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
？
」
と
試
食

　
講
師　
草
谷
悦
子
氏
（
赤
磐
医

　
師
会
病
院
管
理
栄
養
士
）

　

・
講
演
①
「
継
続
は
力
な
り
～
運

　
動
を
続
け
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
～
」

　
講
師　
清
瀬
直
子
氏
（
お
さ
ふ

　
ね
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
学
療
法
士
）

 

・
講
演
②
「
糖
尿
病
か
ら
目
を
守
る
」

　
講
師　
坂
口
紀
子
氏
（
岡
山
市

　
民
病
院
眼
科
診
療
部
長
）

▽
日
時

　

11
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分

　
（
午
前
11
時
受
付
開
始
）

　
（
講
演
①
は
午
後
０
時
40
分
か
ら
）

▽
場
所

　
お
さ
ふ
ね
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　
（
長
船
町
長
船
１
１
３
３-

２
）

▽
定
員　
50
人

▽
参
加
費

　

試
食
に
参
加
す
る
場
合
の
み

５
０
０
円

▽
申
込
方
法　

電
話

▽
申
込
期
限　
11
月
15
日
（
土
）

　
　

東
備
糖
尿
病
療
養
指
導
セ
ミ

ナ
ー
事
務
局
（
平
病
院
内
）

☎
０
８
６
９-

９
３-

１
１
５
５

申
問

  

糖
尿
病
健
康
セ
ミ
ナ
ー

  

in
東
備
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
本
め
す
す
す今月のお

岡
山
県
民
な
ら
納
得
！
共
感
と
爆
笑
間

違
い
な
し
。
岡
山
県
民
で
な
い
人
も
こ

れ
を
読
め
ば
岡
山
県
の
魅
力
が
分
か
る

ん
じ
ゃ
！
「
田
舎
の
人
は
市
街
に
出
る

こ
と
を
『
岡
山
に
行
く
』
と
表
現
」
な
ど
、

岡
山
県
の
あ
る
あ
る
ネ
タ
全
２
２
２
本

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

岡
山
あ
る
あ
る

県
庁
坂
ノ
ボ
ル
…
著　

メ
ソ
ポ
田
宮
文
明
…
画

Ｔ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス

BooKs
　

岡
山
県
金
融
広
報
委
員
会
で

は
、
金
融
・
経
済
に
関
す
る
知
識

を
学
ぶ
「
金
融
経
済
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。　

▽
日
時　
11
月
８
日
（
土
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
柳
町
２-

１-

１
）

▽
テ
ー
マ

　
日
本
の
経
済
・
金
融
の
見
方

▽
講
師　

伊
藤
元
重
氏
（
東
京
大

　
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

▽
定
員　
３
０
０
人

　
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
の
場
合
は
氏
名
、

　
住
所
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

岡
山
県
金
融
広
報
委
員
会

「
金
融
経
済
講
演
会
」
係

〒
７
０
０-

８
７
０
７

岡
山
市
北
区
丸
の
内
１-

６-

１

（
日
本
銀
行
岡
山
支
店
内
）

☎
０
８
６-

２
２
７-

５
１
２
８

FAX
０
８
６-

２
２
７-

６
３
５
０

申
問

  
金
融
・
経
済
に
つ
い
て

  
学
び
ま
せ
ん
か

催
し
物

た
展
覧
会
で
す
。

　

10
月
28
日
か
ら
は
、
装
画
20
点

を
入
れ
替
え
、展
示
を
一
新
し
て
、

後
期
展
覧
会
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
前
期
に
観
覧
し
た
人
は
、

観
覧
券
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
割

引
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
30
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
11
月
４
日（
火
）、　

　
10
日（
月
）、
17
日（
月
）、
25
日

　
（
火
）で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
団

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、「
司

  

司
馬
遼
太
郎
著
・
西
山
英  

  

雄
装
画
「
播
磨
灘
物
語
」  

  

展 

官
兵
衛
の
世
界
を
描
く

▽

西山英雄　装画　備前長船の刀工の仕事場

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
前
期
に
観
覧
し
た
人
は
、
観
覧

　
券
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
割
引

　
料
金
（
４
０
０
円
）
で
、
観
覧

　
で
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

馬
遼
太
郎
著
・
西
山
英

雄
装
画『
播
磨
灘
物
語
』

展　
官
兵
衛
の
世
界
を

描
く
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

黒
田
官
兵
衛
の
生

涯
を
描
い
た
、
司
馬

遼
太
郎
著
「
播
磨
灘
物

語
」（
１
９
７
３
年
か

ら
１
９
７
５
年
に
か
け

て
新
聞
に
連
載
）
の
た

め
に
、
日
本
画
家
・
西

山
英
雄
（
１
９
１
１
～

１
９
８
９
年
）
が
手
が

け
た
装
画
を
中
心
と
し

平成 25 年度戦没者追悼式

　
市
で
は
平
成
26
年
度
戦
没
者
追

悼
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
10
日
（
月
）
午
前
10
時
～

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船　

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

   

戦
没
者
追
悼
式

問
　
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、

あ
じ
さ
い
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

問 は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
11
月
29
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

　
（
牛
窓
町
長
浜
１
７
４
５-

１
）

▽
テ
ー
マ　
認
知
症
に
つ
い
て

▽
講
師　
内
藤
絵
里
氏
（
岡
山
赤

　
十
字
病
院
医
療
福
祉
相
談
係
長

　
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

　

あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
３
６
６

　
長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会
で

は
、
日
ご
ろ
の
創
作
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
第
８
回
長
島
愛
生
園

総
合
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

　
11
月
７
日
（
金
）
～
９
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　
長
島
愛
生
園
日
出
会
館

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▽
内
容　
入
所
者
・
職
員
・
看
護

　
学
生
・
保
育
園
児
の
作
品
（
絵

　
画
、
写
真
、
陶
芸
、
短
歌
、
俳

　
句
、
手
芸
な
ど
）

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

  

長
島
愛
生
園
総
合
展
示
会

問

  

あ
じ
さ
い
講
座

　
演
劇
・
ダ
ン
ス
・
建
築
・
絵
画
・

現
代
ア
ー
ト
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
（
芸
術
家
）
ら
が
芸
術
表
現
や

作
品
展
示
を
行
う
「
備
前
福
岡
Ａ

Ｒ
Ｔ
小
路
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
岡
山
県
な
ど
が
進
め
て
い
る
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
文
化
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
の
受
講
生
に

よ
る
催
し
で
す
。
参
加
費
無
料
、

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　
当
日
会
場
付
近
で
は
、
地
域
の

特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
備
前
福

岡
の
大
市
（
午
前
８
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で
）
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
買
い
物
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
一
遍
上
人
伝
説
～
福
岡
「
市
」

絵
巻
～
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時

▽
場
所　
妙
興
寺
境
内

▽
内
容　
朗
読
と
音
楽
に
合
わ
せ

　
た
忍
者
風
ア
ク
シ
ョ
ン
の
演
劇

  

備
前
福
岡
Ａ
Ｒ
Ｔ
小
路

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
大
岩
主
弥
氏

　
（
殺
陣
）、大
西
千
夏
氏（
演
劇
）、

　
高
須
悠
嵩
氏
（
ダ
ン
ス
）

【
帯
ア
ー
ト
～
包
む
～
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時

▽
場
所　
妙
興
寺
境
内

▽
内
容　
演
劇「
一
遍
上
人
伝
説
」

　
の
舞
台
装
置
の
一
つ
と
し
て
、

　
着
物
の
帯
を
使
っ
た
空
間
演
出

　
を
行
い
ま
す
。

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
野
崎
泉
氏　

　
（
和
装
）

【
う
ご
く
い
ち
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
仲
﨑
邸
か
ら
妙
興
寺
ま

　
で
の
路
上

▽
内
容　
移
動
式
の
小
屋
で
『
一

　
遍
上
人
絵
伝
』
に
描
か
れ
た
福

　
岡
の
市
を
表
現
し
ま
す
。

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
高
原
次
郎
兵

　
衛
正
伸
氏
（
建
築
）

【
井
戸
端
ラ
ウ
ン
ジ
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
妙
興
寺
北
側
広
場
（
七

　
つ
井
戸
周
辺
）　

▽
内
容　
井
戸
の
周
り
に
、
参
加

　
者
が
楽
し
め
る
不
思
議
な
仕
掛

　
け
が
あ
り
ま
す
。

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
花
田
洋
通
氏

　
（
現
代
ア
ー
ト
）

【
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
＆
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
～
地

球
に
あ
り
が
と
う
！
～
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
上
小
路
北
側
入
り
口
付

　
近
の
七
つ
井
戸　

▽
内
容　
参
加
者
が
地
球
へ
の
感

　
謝
の
言
葉
を
井
戸
に
向
か
っ
て

　
さ
さ
や
き
ま
す
。

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

ラ
デ
ッ
ク
・

　
プ
レ
デ
ィ
ギ
ェ
ル
氏
（
絵
画
）

【
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
～
パ
ラ
ダ

イ
ス
の
旗
～
】

▽
日
時　
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

▽
内
容　
仲
﨑
邸
か
ら
望
む
こ
と

　
の
で
き
る
周
辺
の
田
畑
に
立
て

　
た
７
本
の
カ
ラ
フ
ル
な
旗

※
仲
﨑
邸
か
ら
一
望
で
き
ま
す
。

▽

福
岡
に
昔
か
ら
あ
る
井
戸
（
妙
興
寺
北
側
広
場
）

※
仲
﨑
邸
の
入
館
に
は
、
入
館
料

　
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。　

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

ラ
デ
ッ
ク
・

　
プ
レ
デ
ィ
ギ
ェ
ル
氏
（
絵
画
）

　

ま
ち
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

座
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
３
４-

２
６
２
６

HPhttp://w
w

w
.o-bunren.jp/

問

相　
　

談

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
11
月
17
日
（
月
）
～
23 

　
日
（
日
・
祝
）

▽
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時　

　
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

　
　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

相
問

  「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ  

  

イ
ン
」
強
化
月
間
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

人の動き《平成 26 年 10 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，４４６人 （－６２） 男 １８，３５２人  （－２２）

世帯 １５，０６０世帯 （－２０） 女 ２０，０９４人  （－４０）

12 月１日（月）が納付期限の市税・保険料
国民健康保険税【５期】介護保険料【５期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

112014 年 　　 月の予定

　

さつまいもの甘辛煮

寺下史子さん（JA 岡山女性部せとうち支部）です

◆材料（4 人分）
●サツマイモ（400g）
●焼肉用の牛もも肉（160g）
●サラダ油（大さじ 1）

●ブロッコリー（1/2 個）
●卵（2 個）

◆作り方
①サツマイモは輪切りにして水にさらす。浅めの鍋
　にサツマイモとＡを入れ、サツマイモがのぞかな
　いように水の量を調節し、串が通るようになるま
　で煮る。
②牛もも肉にＢをもみ込み、30 分おく。フライパ
　ンにサラダ油を敷いて、Ｂをもみ込んだ牛もも肉
　を炒め、火を通す。
③ブロッコリーは小房に分けて、ゆでておく。卵は
　ゆでて殻をむき、飾り切りをしておく。
④①の残り汁にＣを入れてひと煮立ちさせる。
⑤皿に①②③を盛り付け、④を好みの量全体に回し
　かける。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

Ａ
●レモン汁（1/2 個分）
●みりん（100cc）

●砂糖（40g）
●水（適量）

Ｂ
●焼肉のたれ（大さじ 3）
●ショウガ（15g）

●ネギ（1 本）

Ｃ
●スープの素（大さじ 1）
●トウバンジャン（大さじ 1）
●薄口しょうゆ（大さじ 2）

●酒（大さじ 1）
●ショウガ（みじん切り、15g）

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

1 土 体 東備地区スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久 B ＆ G 海洋センター

2 日

3 月 文化の日
体 瀬戸内市剣道大会　7：00 ～　長船スポーツ公園

4 火
5 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

6 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

7 金
8 土

9 日

体 瀬戸内市秋季軟式野球大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
体 歩こう会　和意谷コース　8：29 邑久駅発赤穂線
体 瀬戸内市秋季バレーボール大会　9：00 ～　長船スポーツ公園
体 瀬戸内市シングルテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

10 月
11 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

12 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 25 年 4 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 7 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

14 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

15 土
16 日 体 瀬戸内市秋季軟式野球大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園

17 月
18 火

19 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 26年 2月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

20 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

21 金
22 土

23 日 勤労感謝の日
体 瀬戸内市卓球大会（後期）　9：00 ～　長船スポーツ公園

24 月 振替休日
25 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

26 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成 23 年 5 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

27 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

28 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

29 土 体 瀬戸内市民体協コンペ　9：00 ～　長船カントリークラブ

30 日
体 瀬戸内市バドミントン大会　9：00 ～　邑久中学校体育館
体 ファイナルカップ　9：00 ～　長船スポーツ公園

刀 美

「
播
磨
灘
物
語
」
展 （
～
11
月
30
日
）

「
古
刀
・
新
刀
・
新
々
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
」（
～
平
成
27
年
１
月
18
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日
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年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
27
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

予
問

　

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

で
す
。
近
年
、
殺
人
や
強
盗
な
ど

の
凶
悪
犯
罪
が
後
を
絶
た
ず
、
子

ど
も
、
女
性
な
ど
を
対
象
と
し
た

犯
罪
も
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
瀬
戸
内
警
察
署
で
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ
た
人
や
そ
の
家
族
が

抱
え
る
問
題
、
要
望
に
対
応
す
る

た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  
犯
罪
被
害
者
や
家
族
の

  
た
め
の
相
談
窓
口

　

瀬
戸
内
警
察
署
警
務
課
被
害

者
支
援
係

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

相

　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
、
嫌
が
ら
せ
、
差

別
な
ど
に
つ
い
て
、
ア
イ
ヌ
の
人

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
専
用

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
相
談
期
間

　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
日
曜
日
、祝
日
、12
月
27
日（
土
）

　
～
平
成
27
年
１
月
４
日
（
日
）

　
を
除
く

▽
相
談
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
相
談
料　
無
料

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

７
７
１-

２
０
８

相

  

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

　
岡
山
県
で
は
、
岡
山
県
司
法
書

士
会
の
協
力
を
得
て
、
司
法
書
士

に
よ
る
「
多
重
債
務
無
料
法
律
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
予
約
は
不
要
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
29
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

岡
山
県
消
費
生
活
セ

　
ン
タ
ー

  

年
金
相
談

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１

　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
５
階
）

　

岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
４
６

  

た
ば
こ
ク
イ
ッ
ト
ラ
イ
ン

  （
禁
煙
相
談
窓
口
）

　
「
た
ば
こ
ク
イ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で
は
、
た
ば
こ
を
や
め
た
い
人

に
、
禁
煙
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
通
話
料
金
は
必
要
で
す

が
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。
面
会

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
、
未
成
年

者
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
ク
イ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
８
６-

２
２
２-

８
３
９
６

※
開
設
場
所
は
、
岡
山
赤
十
字
病

　
院
（
岡
山
市
北
区
青
江
２-

１

　

-

１
）
で
す
。

▽
相
談
時
間　

月
～
金
曜
日　
午
前

　
９
時
～
正
午
、
午
後
１
～
４
時

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課 

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
２
８

相問

問

  

ア
イ
ヌ
の
人
に
対
す
る

  

専
用
相
談
窓
口



　牛窓町牛窓には、古くから八朔（旧暦８月１

日）に、ひなを飾りししこまを供え、娘の誕生

を祝い健やかな成長を願う風習が残っていま

す。９月６日から 15 日まで、しおまち唐琴通

り一帯の民家などにひなやししこまを展示する

「八朔ひな飾りとししこまづくり」が開催され

ました。訪れた人は、展示場所が記載されたチ

ラシを片手に、民家や商店など 36 カ所に飾ら

れたひななどを見て回りました。

　ししこまは、米粉の団子で山の幸・海の幸を

形づくり色粉で彩色したもので、市の無形民俗

文化財にも指定されています。

　色  鮮やかなししこまとひながお出迎え 八朔ひな飾りとししこまづくり

瀬戸内市街角ミュゼ牛窓文化館にも飾られたひな（左上）／ししこま（左下）／古いアイ
ロンなども飾られた民家（右）

　９月 10 日、邑久保育園保育士の新
しんどうかすみ

藤霞さん

が一日救急隊長を務めました。新藤さんは、邑

久中学校で救急技術訓練を見学した後、邑久保

育園に移動し、「どんなときに救急車を呼びま

すか」「救急車を呼ぶときの電話番号は何番で

すか」などとクイズを交えながら、園児らに救

急業務について説明しました。園児らは、救急

車を見学し、消防本部職員から機器の名称や使

い方の説明を受けました。

　また、市内の商業店舗前でも、訪れた人に熱

中症や応急手当や救命講習などのチラシなどを

配布して啓発活動を行いました。　

　邑 久保育園保育士の新藤さん 一日救急隊長　

チラシを配布して啓発活動をする新藤さん
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☎0869-24

-7095問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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　９月 27 日、行幸幼稚園（長船町服部）の運動

会で、黒田官兵衛と戦国時代の合戦をイメージ

した競技が行われました。

　保護者に背負われた園児らは「ふじかんべえ」

と「きいろかんべえ」の２組に分かれ、それぞ

れの組の大将は黒田官兵衛の朱
しゅぬりごうすなりかぶと

塗合子形兜（お

わんを逆さにしたような形）を模したかぶとを

かぶって、競技開始を待ちます。

　よろいかぶとを身につけた武者の号令で合戦

（競技）の火ぶたが切られ、しっぽのように背

中に垂らした敵組の大将の鉢巻きを取り合いま

した。 園庭を所狭しと走り回る参加者ら（左上）／号令を掛ける武者（右下）

　大  将のしっぽを捕まえろ 行幸幼稚園運動会

　せとうち村塾の市民大学講座を次のとおり開催します。
　今回は、日本蝶類学会理事の中村具

と も み

見氏を講師に招き、「お
かやまの蝶

ちょう

－多彩な自然環境の指標となる昆虫－」と題し
て、人間にとって身近な昆虫であり、環境の変化を知るため
の指標として有効な「蝶」について学びます。
　事前の申し込みは、不要です。

▽日時　11 月９日（日）午後１時 30 分～午後４時

▽場所　中央公民館（邑久）

▽内容　岡山県ＲＤＢ（レッドデータブック）に登載された絶
　滅危惧種、希少種、蝶と蛾の違い、蝶の好む環境などの解説

▽参加費　500 円
　せとうち村塾　今吉さん
☎０８６９-２２ - ２９０１
問

皆さんも一緒に学びませんか
せとうち村塾の市民大学講座

歌うの大好きっ子集まれ！
せとうち 子ども合唱団 『ティンカーベル』

　誰かのために、ボランティアで歌を届ける合唱団、せとうち 
子ども合唱団 『ティンカーベル』が、８月に発足しました。市
内の催しや高齢者施設での慰問などで活動を行っています。平
成 27 年１月 25 日以降の訪問（出演）依頼を受け付けていま
すので、ご希望の場合はお問い合わせください。また団員を募
集しています。歌の大好きな少年少女（５歳から中学校３年生
まで）の皆さん、一緒に活動しませんか。入団費、練習受講料
は無料です。基本練習日は、毎月第３日曜日の午前 10 時から
午前 11 時 30 分まで ( 変動有り ) です。
　ティンカーベル代表　上野さん
☎０８６９-２２ - ４０５５　FAX ０８６９- ２２- ３３９８
mail:info@bds5582.com
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